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令和４年度 第８回 門前地区・地域学校保健委員会 
 

 

＜児童生徒のアンケート調査結果報告＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各校の４月の身体計測結果

から算出した肥満度より 

多くが中等度肥満 

肥満児の割合は、 

３割を超える。 

中等度肥満が多く、

高度肥満もいる。 

テーマ：「肥満と生活習慣」 
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高度肥満者が 

３名いる 

今後の取組として、 

・２、３学期の体重

測定後に結果配付

（増減や肥満度を

記載） 

・増加が著しい場合

には個別指導 

を考えている。 

今後の取組として、 

・万歩計の利用 

・食事調査 

を考えている。 
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２０ 

長期休校 

新型コロナによる影響は、子ども

の生活習慣の乱れから、肥満の

増加にも関わっている。 

全国平均では、

肥満の割合は、

高くても１０％台。

門前地区は、母

数が少ないとい

うこともあるが、

全国と比べて肥

満度が高い。 

全国的な傾向（下の図を参照） 
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肥満がもたらす健康被害は大きく、子どもの頃の健康が将来の健康にもつながって

いくことから、子どものうちから健康の基盤を固めることが大切である。 

子どもの肥満の背景として、コロナ禍、社会の変化、家庭環境などが大きく関わって

いる。その他、各校の背景として、運動不足なども挙げられたことから、さらに詳しく

生活習慣の要因を把握する必要があると考え、児童生徒にアンケートをとった。 

（項目はこの後のスライドに記載） 
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小学校や分校は特に個別指導の

必要性があり、記名式とした。 

中学・高校では、記名式だと正直

に回答するのが難しい部分もある

と考え、無記名式とした。その場合

も、生徒が自己の生活に向き合う

きっかけとなり、一定の効果が得ら

れるものと考える。 
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どの校種も、平日でも５時間以上使用している人がいる。（水色の部分） 

分校では、肥満の児童生徒がメディア機器に触れる時間が長いという結果も見られた。 
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食べる速度については、個人差もあり、校種ごとの特徴は見られないが、肥満の児童

生徒の回答では、「食べる速度が速い」と答えた者の割合が高い結果であった。 
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肥満の児童生徒の回答では、「お腹いっぱい食べるほうだ」と答えた者の割合が高い

結果であった。（特に西小・分校） 
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年齢が上がるほど、一人で食べる割合が増えている。西小では「１人での食事が週５日

以上」と答えた児童の全てが中等度の肥満児であるなど、肥満との関連も考えられた。 

肥満の児童生徒の中でも、食べる頻度が高い者もいれば低い者もおり、個人差がある結

果であった。また、小学生などは児童館でおやつを食べるため、頻度が高い傾向にある。 
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運動の頻度については、肥満者の中でも個人差がある。また、中学や高校では、運動

習慣がある者とない者に大きくわかれており、運動部に所属しているかどうかが大きい

ようである。 
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・特に上記の要因に関し、働きかけていく必要がある。 

・今回の結果からは、肥満と直接関係がないように見える項目もあった（母数が少ない

こともあり、実際には関係し得る）が、上記以外の生活習慣の課題全般にも広く取り組

んでいく必要がある。 

保護者による食事

管理が不十分にな

りやすい 
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今回のアンケート結果を活かして、現在、肥満ではない児童生徒において

も、自身の生活習慣を見直し、健康的な生活を送ることの大切さを理解し

てもらえるような、全体への啓発も行っていく。 

子どもの健康課題は多岐に渡ります。肥満の問題だけでなく、今後もあらゆる

子どもの健康課題について、家庭・学校・地域で連携して、解決に向けて対応

していきたいと考えています。これからも、子どもの健康課題について情報発信

をしていきますので、皆様のご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 


